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会議録（案） 

会議の名称  男女平等推進センター企画運営委員会 令和５年度第５回（R4.6.7～R6.6.6） 

開 催 日 時 令和５年10月11日（水曜日） 午後7時00分から午後8時30分まで 

開 催 場 所 オンライン開催 

出 席 者 
委員：青木委員、浅見委員、稲葉委員、大森委員、寺澤委員 

事務局：徳丸係長、藤野主査 

議 題 

１ 情報誌パリテ32号テーマについて 

２ 企画事業について 

３ 令和５年度第４回企画運営委員会会議録（案）の承認 

４ その他（次回開催日程ほか） 

会 議 資 料 

１ 令和５年度男女平等推進センター企画講座 提案（10月２日更新） 

２ 令和５年度男女平等推進センター企画運営委員会事業年間計画書（10

月２日更新） 

３ 令和５年度第４回会議録（案） 

記 録 方 法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

会 議 内 容  

○会議内容 

《開会》 

  事務局：第５回男女平等推進センター企画運営委員会を開催する。 

本日の委員会の人数の確認と会の成立について、８名中５名出席で委員会は成立と 

する。 

 

１ 情報誌パリテ32号テーマについて 

  事務局：32号は、31号の倍のページ数の16ページ構成となる。テーマを、本日の企画運営委 

員会で決めていきたい。 

委 員：了承する。 

委 員：インタビューに基づく内容を記事にするのか。 

事務局：32号は、本日決まったテーマに沿って、内容を決めて掲載するために、事前にテー 

マ等をご提案いただいた。事前の調査にご協力いただきありがとうございました。 

いただきました提案の中で、「ＳＮＳ上の差別」が良いとの意見が多かった。ＳＮ 

Ｓ上だからこそ起きるトラブル等を32号のテーマとしたい。 

委 員：了承する。 

事務局：ご提案いただいた委員に、ご説明をいただきたい。 

委員長：ＳＮＳの使用が増えてきた中で、文字情報だけでコミュニケーションをとることが 

多くなった。顔を見て話すのと違い、細かいニュアンスが伝わりにくいと感じる。 

心無い一言の書込みが、相手を深く傷つけてしまうことがある。言葉の暴力、誹謗 

中傷やいじめとなってしまう。 

小、中学生は、学校で「ＳＮＳ教室」が実施されている。子ども達と同様に、大人 

も学ぶ必要があると思い提案した。 

事務局：「ＳＮＳ教室」が小、中学校で開催されていることを知らなかった。勉強不足を痛 

感した。保育園全園に配布しているので、学齢期前の保護者も含めて、情報誌を通 

じて発信したい。 



 

 2 

委 員：私も、子どもが小さいので、「ＳＮＳ教室」を知らなかった。子どもが大きくなる 

前に知っておきたいと思うので、良い提案だと感じた。 

委 員：当たり前のように、ＳＮＳを使用する世の中になった。大人が率先して、ＳＮＳ上 

のコミュニケーションの取り方を考えてもらう内容になると良いと思う 

委員長：「ＳＮＳ上の差別」というと、幅広すぎるので、コンテンツを５つくらいに絞りっ 

て掲載してはどうか。 

委 員：了承する。 

事務局：それでは、コンテンツに入れたい内容についてお聞きしたい。 

委 員：誹謗中傷、いじめ、性犯罪に巻き込まれるリスク、詐欺等は掲載したい。事例があ 

るとより伝わりやすい。 

事務局：ご提案いただいたコンテンツを基に構成し、事例と対策等も掲載できる内容とす 

る。 

委 員：了承する。 

事務局：専門家に意見を書いてもらうページは必要か。 

委 員：記事で取り上げた内容以外で、必要な情報を書いてもらえると良いと思う。 

事務局：候補者を上げて打診する。 

事務局：特集記事以外のページについて決めたい。 

      ページ配分は、表紙、特集記事６ページ、専門家コラム１ページ、相談窓口などの 

情報１ページ、講座報告３ページ、図書の紹介１ページ、編集後記の代替えとなる 

企画委員のページ１ページ、ニュース１ページ、裏表紙となる。 

講座報告については、年間を通じて実施した講演会等をすべて紹介したい。担当さ 

れた委員は、報告を作成してほしい。 

委 員：了承する。 

事務局：図書の紹介ページは今までと同数の３冊紹介したい。引き受けてくださる委員は、 

    立候補してほしい。 

委 員：３名が立候補。 

事務局：紹介する図書が決まったら、事務局まで個別に知らせてほしい。 

委 員：了承する。 

委 員：図書の内容は、テーマに沿った物を選んだ方がよいか、委員が紹介した図書でよい 

か。 

事務局：どちらでもよい。 

32号の構成が決まった段階で、各委員に記載してもらう内容を別途連絡する。 

委 員：了承する。 

 

２ 企画事業について 

  事務局：ドリームマップ関連の講座については、個別に相談させてほしい。 

  委 員：了承する 

  事務局：栄養士さんの講座について、３月の開催で調整可能か。 

  委 員：講師のご承諾はいただけているので、時期については改めて交渉する 

  事務局：担当される委員の方、よろしくお願いします。今年度は、この２つの企画で終了と 

なる。来年度の企画の提案を、次回の委員会でお聞きしたい。 

委 員：了承する。 

事務局：時間の関係で、講座の報告についても次回お聞きしたい。 

 

３ 令和５年度第４回企画運営委員会会議録（案）の承認 

委員長：修正箇所はあるか。 

      委員より１箇所の指摘あり。 

      指摘の箇所を修正し、令和５年度第４回企画運営委員会会議録を承認する。 

 

４ その他（次回開催日程ほか） 

  事務局：次回の開催日程について、12月13日（水）の19時00分よりオンラインにて開催す 

る。 
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  委員長：では、本日は終了とする。ありがとうございました。 

《閉会》 

 

 


